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アンテナＢＯＸ

本書はＪＪＹアンテナとＧＰＳアンテナに適用します。



アンテナユニットの取付け前に
１．アンテナユニットの取付け前に電波が受信出来るか確認する必要があります。
①専用受信テスターを使用する。→３ページ参照
　　　貸し出しについては販売代理店へご相談ください。
②市販製品を使用する。→４ページ参照
　ＧＰＳ：ＧＰＳ機能付き腕時計や携帯電話（ＧＰＳアプリが必要）を使用する。
　　　　　本アンテナとの感度等の差が生じる場合がありますので目安です。
　ＪＪＹ：市販の目覚まし電波時計を使用する。
　　　＊目覚まし時計が受信しても本アンテナでは受信出来ない場合もあります
　　　　 ので目安です。
　　　＊目覚まし時計の使用方法は使用する時計の取扱説明書を参照願います。
　　　＊目覚まし時計でも場所･向きにより受信出来ない所があります。
ＪＪＹの場合、下図の送信所（はがね山、おおたかどや山）の位置と受信範囲の
目安で５００Ｋｍの範囲方向で場所を探してください。

本アンテナは４０ＫＨｚと６０ＫＨｚを自動で選局します。
条件の良い時は、送信所よりおよそ１０００Ｋｍ離れた場所でも受信する事が
あります。　はがね山：佐賀県　おおたかどや山：福島県
＊但し、５００Ｋｍを超えると電波が弱くなるので、受信しにくくなります。
＊受信範囲内であっても、地形や建物の影響を受けたり、季節や天候、
   使用場所、時間帯によって受信できないことがあります。
＊電波の特性上夜間の方がより受信しやすくなります。
＊送信状況（停波等）により受信出来ない場合があります。

－１－



２．アンテナユニットの取付け場所の候補を決める。
例：建物 アンテナユニット（屋上）

ＪＪＹ：送信所に向ける

アンテナユニット（壁面）
JJY：送信所に近い方の壁

屋外時計

取付場所に関する注意点
ＪＪＹアンテナユニットは
　屋外の見晴らしの良い所に取付けてください。
　送信所に近い場所の方面を探してください。
ＧＰＳアンテナユニットは
　上空が見える場所に取付けてください。

次のような環境条件では、電波受信に影響がありますので御注意ください。
　　×　ビルの中、ビルの谷間、山の裏側、地下（工場を含む）
　　×　高圧線、テレビ塔、電車の架線の近く
　　×　看板用ネオンサイン、蛍光灯、インバータ機器近く
　　×　工事現場、空港や軍事基地の近く、交通量の多い所など、電波障害の
　　　　 起きる所
　　×　その他ノイズを発生させる物の近く、金属類の上下、横の近く

－２－



３．電波受信を確認する

ＪＪＹアンテナユニットの場合
　本書１ページの送信所の位置と受信範囲の目安を参考に送信所の位置と
　距離を確認してください。

ＧＰＳアンテナユニットの場合
　上空が見える事を確認してください。

①専用受信テスターを使用する
まず、アンテナユニットを取付ける
候補場所を、前ページの注意事項を
守ったうえで決めておきます。

ＪＪＹ：送信所の方向へテスターを
　内蔵バーアンテナ 　　　　向けます。
　（イメージ）

ＧＰＳ：テスター（左図の面）を
　　　　上空に向けます。

測定方法は、専用受信テスターに
添付の取扱説明書に従てください。

　内蔵ＧＰＳアンテナ

専用受信テスターは当社製です。
（販売はしておりません）

貸し出しについては販売代理店へ
ご相談ください。

－３－

取り付ける前に標準電波が受信できるか
事前に確認されることをお願いします。

注 意！

！

送信所の方向



②市販製品を使用する。

ＪＪＹアンテナユニットの場合
専用受信テスターと同様に場所を
決めます。

内蔵バーアンテナ（イメージ） 市販の時計は左図の様に一般的に
表示部分に対して左右方向にバー
アンテナが内蔵されていますので、
背面を送信所の方向に向けて
ください。
電池を入れ直すか、時計のリセット
ボタン又は強制受信のボタンを押す
と受信が始まります。
機種によってはペン先などを穴に
押し込むと始まります。

背面を送信所へ向ける 注意：市販の時計と本アンテナとの
感度等の差が生じる場合がありま
すので目安としてください。

４０ＫＨｚの地域では受信開始から３～５分程度で受信完了する場所が適して
います。
６０ＫＨｚの地域では受信周波数の切替（時計が自動で行います）が必要な為、
３～７分程度余計に時間がかかる事があります。
よって、６～１２分程度で受信完了する場所が適しています。
＊受信完了の表示（ＯＫ等の表示が点灯する。正しい時刻になるなど）を時計の
　 取扱説明書で確認してください。
　 又、時計の表示に４０ＫＨｚ／６０ＫＨｚ 又は Ｗ／Ｅ（注）がある機種の場合、
   その地域（取付場所）と受信周波数が合っているかを確認してください。
　　　注：Ｗ＝６０ＫＨｚ、Ｅ＝４０ＫＨｚ

ＧＰＳアンテナユニットの場合
　ＧＰＳ機能付き腕時計や携帯電話（ＧＰＳアプリが必要）での確認は
　可能ですが、本アンテナとの感度等の差が生じる場合がありますので
　目安としてください。
　受信方法については腕時計／携帯電話の取扱説明書等を確認願います。

－４－

取り付ける前に標準電波が受信できるか
事前に確認されることをお願いします。

注 意！

！



アンテナ取付の注意事項
  取り付けの際は以下に注意して
  正しく取り付けてください。

  正しい取り付け例
アンテナユニットは必ず丸パイプに固定し壁・金属等から
２０ｃｍ以上（推奨５０ｃｍ以上）離してアンテナユニットは
宙に浮く様な感じで丸パイプを固定する。蛍光灯等雑音を
発生させる物（電波時計本体含む）からは２ｍ以上離す。

  間違った取り付け例

金属から２０ｃｍ以上離してください。       アンテナユニットは横向き、逆さにしない。
 （受信感度が低下します）    （雨水などが侵入して故障の原因になります）
壁や金属板等に直接付けない。 ＊必ず水平に取り付けてください

 落下しない様しっか     積雪地方では雪、つらら等による
 り取り付けてください。    破損に注意してください。

－５－

アンカー・ ネジ類がしっかり締まっているか
確認してく ださい。
完全で無い場合振動などで本機が落下し
人身事故になる場合があります。

警 告！

！

取り付け方法を間違えますと本機が
正常に動作しない又は故障する
可能性があります。

注 意

！

！



電波時計本体とアンテナユニット接続時の注意事項

１．電波時計本体の台数と同じ数のアンテナユニットが必要です。
２．アンテナユニットと時計本体は１対１の接続になり分配は出来ません。
３．ケーブルは付属の屋外用電波時計専用アンテナケーブルを使用してください。
    付属のケーブルで長さが不足する場合は市販のストレート用ＬＡＮ
    ケーブル（屋外用）をご準備頂き中継コネクタを使用して延長してください。
    クロスケーブルは絶対に使用しないでください。故障の原因になります。

４．アンテナケーブルはＪＪＹアンテナの場合「最長３００ｍ」となり、
　　ＧＰＳアンテナの場合「最長１００ｍ」となります。
５．アンテナケーブルにＬＡＮケーブルを使用していますが、ネットワークとの
　　互換は全く有りませんので、間違ってネットワーク上に接続した場合、
　　故障または破損します。
    本機はタイムサーバとしては使用出来ません。ＬＡＮ用のハブに接続して
    分岐させる事は出来ませんので絶対に接続しないでください。

６．電波時計は常時電波を受信して修正しますので、取付け後もケーブルや
    アンテナを取り外さないでください。

－６－

注 意
本機とアンテナユニッ トが常時接続されているか確認してく ださい。
接続されていなかった場合本機が正常に動作しません。！

ＬＡＮ用ハブ

！ アンテナユニッ トから出ているＬ ＡＮケーブルを分配する事は出来ません。
１対１で接続してく ださい、時計本体が破損します。 ！警 告

！ 本機とアンテナユニッ トから出ているＬＡＮケーブルを構内ネッ トワーク等
には接続出来ません。謝って接続した場合破損します。 ！警 告



アンテナユニット取り付け方法

本機の性質上、取り付ける場所・方法に注意が必要です。
５ページの「アンテナ取付の注意事項」を必ず参照してください。

アンテナユニットの取付
下面より

モジュラージックに
アンテナケーブルを接続します

＊取り付け方法は一例です。

水平取付
厳守

①　アンテナケーブルのモジュラープラグを
     アンテナユニットの下側よりカチッというまで
     確実に挿入する。
②　配管をアンテナユニットの穴に挿入する。
③　添付のネジで添付のレンチを使用して
     配管に固定する。（２ケ所）
     送信所方向に向けて固定する。
④　配管をサドル等を使用して壁に固定しる。
     風等で動いたりしない様にしっかり固定して
     ください。
　　　アンテナユニット固定用の配管材・サドル
　　　等は添付していません。

２０～２２φ電工用配管材（電線管）
配管の中にアンテナケーブルを通す。

－７－

アンテナユニッ ト

付録写真２を参照

取り付け方法を間違えますと本機が
正常に動作しない又は故障する
可能性があります。

注 意

！

！

③

④



市販丸パイプでの取付例 電線管加工での取付例

市販品使用例

＊１：ＪＪＹアンテナユニットの場合は
　　　　送信所の方向へ向けてください。
＊２：ＧＰＳアンテナの受信方向（上空）

－８－

壁・金属から

２０ｃｍ以上離す（５０ｃｍ以上推奨）

このように外部にケーブルが出る場合は

ブチルテープ等で雨の進入を防ぎ

屋外用ケーブルを使用してください。

丸パイプ

アンテナ

アンテナケーブル

アンテナを上下逆に付けない

サイドベース・サドル等

添付ネジで固定する

＊１
＊２

電線管

壁・金属から

２０ｃｍ以上離す（５０ｃｍ以上推奨）

＊１

添付ネジで固定する

アンテナ

サドル等

電線管の中にアンテナケーブルを通す。

＊２

壁 サイドベース

マスプロ製 ＳＢ２２Ｓ

丸パイプ

タカチ ＳＰＳ－Ａ３００

屋外用アンテナケーブル

ブチルテープ等で雨の進入を

防いてください。
丸パイプ

サイドベース
サイドベースに挿入し

固定ネジで締め付けて

ください。

添付ネジで固定する

屋外用アンテナケーブル

＊１
＊１

＊２ ＊２



アンテナユニットの動作確認
　仮取付け時に確認を御願い致します。

・ＪＪＹアンテナユニットの場合
　時計本体とアンテナユニットにアンテナケーブル（付属品）を
　接続すると約１分後にアンテナユニット下側のＬＥＤが点滅します。
　尚、ＬＥＤ点滅は、本体側における電波の完全受信を保証するもの
　でなく、受信可能な目安としてお役立てください。
メンテナンス等により電波の送信を止めている場合があります。
以下のホームページで確認する事が出来ます。
http://jjy.nict.go.jp/　

１．正常時 ＬＥＤ
１秒間隔で規則正しく点滅している。（図１参照）
＊受信可能な目安のため必ず受信するとは限りません。

２．何らかの異常が有る場合
　①点滅しない。
       ケーブルが完全に接続されていない可能性もありますので
       今一度接続を確認してください。
        （コネクタはカチッと音がするまで挿入してください）
　②点灯したまま点滅しない。
　③１秒以下で細かく点滅する。
　④不規則な点滅をする。

この場合は電波を受信し難い状況にあるようです。
アンテナユニットの位置及び向きを変える等し、正常に点滅する場所を
選んでください。

－９－

アンテナの下側より

１秒 ２秒 ３秒 ４秒 ５秒 ６秒 ７秒 ８秒 ９秒 １０秒 ・・・・

但し、点灯している時間は変化します０．２秒～０．８秒（１秒間隔内）

１秒 ２秒 ３秒 ４秒 ５秒 ６秒 ７秒 ８秒 ９秒 １０秒

消灯

点灯

点灯イメージ

１秒周期は変わらず点灯している時間が変化する。

点灯

消灯

正常な点滅 図１

点灯

消灯

消灯

点灯

消灯

取り付ける前に標準電波が受信できるか
事前に確認されることをお願いします。

注 意！

！



・ＧＰＳアンテナユニットの場合
　時計本体とアンテナユニットにアンテナケーブル（付属品）を
　接続するとＬＥＤ（１個）が点滅（約０．５秒間隔）を始めます。

１．正常時（約１０秒から数分後）
　　１個以上点灯します。 　　　ＬＥＤ（２個）
２．異常時
　　①１個も点滅しない。→アンテナユニットが動作していません。
    　  ケーブルが完全に接続されていない可能性もありますので、今一度接続を
       確認してください。（コネクタはカチッと音がするまで挿入してください）
　　②１個も点灯しない。（１個のみ点滅している）
　　　　電波を受信し難い状況にあります。
　　　　アンテナユニットの位置を変えて、正常に点灯する場所を選んでください。
電波受信確認
全ての配線が正しく接続されているかを確認し電源を投入します。
電源を投入すると停電補償の関係で下図のように、Ａ又はＢの表示となります。
　＊Ａの表示時刻は一例です。また、ＬＥＤ色は基本白色です。

又は

３～３０分で電波を正常に受信すると時計右下の受信ランプが点灯し
現在の時刻を表示します。

受信ランプが点灯しない場合は、アンテナユニットの場所を変えてください。
受信ランプが点灯すれば電波受信の確認は終了です。
通常動作で１時間以上正常に受信出来ない場合、受信ランプは消灯しますが、
１日に１回でも受信出来れば時計本体としては正常に動作しますので、
受信ランプが常時点灯していなくても異常ではありません。
標準電波の送信状況（停波等）により受信出来ない場合があります。

－１０－

アンテナの下側より

注 意
本機とアンテナユニッ トが常時接続されているか確認してく ださい。
接続されていなかった場合本機が正常に動作しません。！

取り付ける前に標準電波が受信できるか
事前に確認されることをお願いします。

注 意！

！

ＢＡ



付録（参考市販品案内）

１．サイドベース（突き出し金具）

ＤＸアンテナ

マスプロ電工

－１１－



２．電線管

タカチ電機工業

－１２－



厚鋼電線管 Ｇ１６（外形２１ｍｍ）　 ＰＦ管 １４（外形２１．５ｍｍ、屋外
   メーカー不問 敷設ケーブル保護用） 

   メーカー不問

＊耐熱温度が６０℃の為、屋根
上等高温になる場所では使用
 しないでください。

３．アンテナケーブル

屋外用電波時計専用アンテナケーブル（付属品、長さ：１０ｍ）
　　弊社にて市販ＬＡＮケーブル（屋外用）に防水コネクタ（時計側）を付けます。

防水コネクタ（時計側） 約１０ｃｍ程度は非防水（アンテナ側）

－１３－



市販LANケーブル
　　アンテナケーブルの延長の際は御準備願います。

屋外用ＬＡＮケーブル（ストレートタイプ）
　ＥＬＥＣＯＭ　屋外用 Ｃａｔ５Ｅ ＬＤ－ＶＡＰＦＲ／ＢＫシリーズ
　使用方法については製品の説明書に従ってください。

写真はケーブル長が１０ｍの物です。

また、ＬＡＮケーブルの延長には中継コネクタが必要となります。

時計から アンテナへ
（添付ケーブル） （延長ケーブル）

中継コネクタ
　ＥＬＥＣＯＭ　屋外用 コンパクトＲＪ４５中継コネクタ　ＬＤ－ＶＡＰＦＲ／ＲＪ４５ＷＰ

セット内容：中継コネクタ×２、防水テープ×２
　使用方法については製品の説明書に従ってください。

－１４－



アンテナユニット寸法図（ＪＪＹ、ＧＰＳ共通）

－１５－
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